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土壊処理除草剤の景観形成作物 (コスモス ・マリーゴール ド)

に対する葵害と除草効果について
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奈良県では 水 回転作が進められる中で 放 任された

ll村岡が目立ち始めている。このような本田へ景観形成

作物を導入することは □ 園■l景の美化 地 域住民への

オープンスベースの提供あるいは観光資源としての活用

につながるものとして認識され始めている。

景観形成作物の条件は 放 任でも育ち長期間の観賞が

可'ヒで 集 団的な栞観美を有することであり 実 際には

,ス モス ビ マフリ レ ンゲ等が栽軒されている。とこ

ろが 雑 草の発生によりす観美が損なわれることが多い。

その対策として 上 壊処理lT草剤を作物抵TI直後散布す

ることは 省 力で効果的な雑草防除手段であるが 景 観

形成作物に対する業害について明らかにされていない。

そこで 上 壌処理除車剤の散布がコスモスとマリーす―

ルドの発茅や初期生育に及ぼす杉響およびその除草効果

について検討したので、その結果を報告する。

除草剤処理下での発芽試験

1991年7カ 20日にマリーす―ルド
“
アフリカントール

"

7月 29日に,ス モス “Flセ ンとイション
)を
る紙を敢

いた直径 9価のシ十~レ に各 2々5社播雇し ベ ンディメ

タリン(P)乳剤 ト リフルラリン(T)乳剤 ベ ンチオカ
ーブ プ 。メトリン(BP)写 し剤各々1000倍、2500倍

5000倍の舟釈液を4加 すつ注入処理した。そのシi― レ

を資幌,包装用ラップフィルムで包み、20℃の人二気象室

内に設置して発芽を促した。なお ろ 紅が乾燥しないよ

うに 2前 程度の水を適宜注入した。

その結果 コ スモスは除車部処理により発チ発根自

体を停止することなく高い発芽率を示した。しかし 播

橋後17日目には P乳 剤およびBP,L剤 区で根冠が褐変

枯死するなどの生育は者か11じ、健全と育率が低下した。

マリーゴールドは、発チ発根の抑常Jは見られなかったが

P,t剤とTttL斉1の5倍量およひBP,抑 区では 発 芽後

地上部が直立せり
｀
不自然な,】曲を示し 堪 FI猿16日日に

は並ヽ する個体が多く見られた (第1表,。

除草剤の効果と菜害試験

底に穴をあけたイチJ用 フヾック (20X13X5cェ )に

田土と畑上を等景混合した用上を入れ 的 91年4月 5日

(8P乳 剤区は4月 10日)に Jスモスとマリーゴールドを
バック当たり家施播極し、その直後無覆iの 状態で、P

乳剤およびT乳 斉」は30材/a(通 常量)と 60初/a、 BP

乳剤については側泌/a(通 常畳)と 120逆/aを それぞ

れ散布処理した。

その結果 コ スモスは除車剤処理により生育本数が若

千少なくなる区が見られたが、いずれの処理区でも正常

な生育を示した。マリーゴールトは P ttlmlの倍量区で

仲長が抑制され 窯 か萎補する奇形症状が現われ BP

乳剤区ではほとんど枯死した。しかし P乳 剤の通十量

およびT写し剤区では 無 処理区とはほ同程度生育した。

推車は、無処理区でイネIl■よび広葉雑草か率ヤ 2本 ック

当たり50本程度発生したが、P乳 剤およびBP乳 剤区で

は無処理区の5%以 下 T手 し剤区では無処理区の11～15

%発 生しただけであった (第2表)。

以上の結果よリ コ スモスではP乳剤あるいはT乳 剤

マリーゴールドではT乳 剤の通常量を競種後散布処理す

ることて 雑 車発生を抑制し 景 観実を高めることかで

きる。また 今 回行ったシi― レ内での発チ試験は 上

壌処理除卓剤が景観形成作物に及ぼす影響を判定する筒

便法として 有 効であると思われる。ただし 今 回供試

した除草Hlは コ スモスなとに対して来登録であり、早

急な登録が望まれる。
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第 1衰  土 壊処理除車剤がコスモス マ リーゴール ドの発芽および初期生育に及ぼす影響
Table l  EffF ts ot Some So3 ApDlうOd ttrbicidos oコthe cernlinaton and tho lncipient C rowthげ

Cosmぃ  and Marigold

―

' ス モ ス マ リ ー ゴ ー ル ド

処 理  区
D   処

理液濃度
〕

播種後17日目 播種後16日目発芽率
(%) 健金生首率

°
(%) 健全生百率

°
〈%)

率
う
芽
％
発
て

無 処 理 区 86 82 68 4 4

P乳剤  通 ■量区  5000倍 夜

倍 量 区  2500

5倍畳区  lmo

7 2

7 0

8 4

6 4

4 6

5 6

7 6

6 4

7 6

4 4

3 6

2 0

T乳 剤  道 ■量区  5000

倍 量 区  2500

5倍畳区  1000

8 6

9 0

7 8

8 6

9 0

6 6

8 0

8 0

4 8

6 0

6 0

2 4

BP乳 剤 通 常畳区  2500

25倍量区  1000

8 0

7 6

3 8

1 6

6 8

6 8

0

0

P軍し剤 :ベ ンディメタリン乳剤  T,t剤 |ト リフルラリン乳剤
BP乳 剤 |ベンチオカープ ブ oメ トリン乳剤
各濃度の処理液を4前注入した。P乳剤の通常量区では シ ャーレ 〈28c古)当 たり00008前の乳剤 す なわち
la当 たり285コJのrtplを処理したことになる。
播種数に対する健全な根冠を持つ個体の割合。
1処理区当たり播種総数:コスモスは50粒、■リーす―ルドは25地。

第 2表 土 壌処理除草剤がヨスモス・ャリーゴールドの初期生首に及ぼす影響とその除草効果
Tablo 2  EfFects tt Sorne Soll ApJind Herbicides on Herbicidal Effica●

y and lnctpi●nt Crowth of
Cosmos and Marigold

ヤリーゴールド      広 窯     ィ ネ科

無 処 理 区 7 5 7 5       4 7 ( l o o )  4 9〈 1 0 0 )

P乳剤  通 常量区

倍 量 区

30

60

8 5

7 3

2 (

1〈

4 )

2 )

?8

芋 63

1 5 (  3 )

0 5 (  1 )

T乳 剤  通 常畳区

指 量 区

30

60

8 0

7 8

6 3

6 0

5 (  1 1 )

5 (  1 1 )

7 5 ( 1 5 )

4  (  8 )

8P乳 剤 通 常量区

倍 畳 区
0 5 (  1 )

0  (  0 )

60

120

6 0

4 8

8

0

1 5 (  3 )

0 5 (  1 )

轄彊縁|:昌昌拒繋雪iただと8:靴副登苫鶴昌稼古;昌昌た露雪モ l処
理区当たりの播種総数は40粒。
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